差別され る。 したがつ てまた その 表装 も、 勿論 私自身 

の 趣味に よっての み 選定され ねばならな いの だ。 そこ 

では どんな 他人の 表装 も —— 恐 らく は 雪 舟 自身 の 表装 

も —— 断じて 許す ことができな いので ある。 

それ 故 西洋 諸国の 出版業者が、 著者に 対する 尊敬と 

読者に 対する 愛敬と からして、 やや 高尚なる 文学 書類 

を 多く パンフレット (仏蘭西 版の 黄色 本の 類) で 出版 

する の は、 さも あるべき 害の ことで はない か。 この 仕 

方で 出版され た 書物 は、 その 特種なる 国民的 趣味 を 代 

表する 表紙の 一色に よって、 作者 自身の 属して ゐる民 

族 別 を 表明す るの 外 何の 個別 的な 趣味 を も 指定して ゐ 
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